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Systematic education of computer sciences to improve 
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視覚的な理解
（シミュレーション実験）
↓
数学的な理解（表計算）
↓
応用力の養成
教官側の評価
◎本来修得すべき統計処理や動態解析の理解が深まる
◎学生のモチベーションの向上
◎TA、ボランティアが少人数で済む
◎課題・コンテンツの共有化
これまでの旧カリ学生
▲PC操作のスキルが貧弱
シャットダウン、マウス、キーボード
▲基本的なファイル操作ができない
ファイルのコピー、ファイル名の変更
▲インターネット活用（Web, メール）に難
→　統計処理や動態解析まで
に多大な労力
新カリ学生 →　計算処理スキルに問題がない
学生側の評価：質問アンケート
◎情報リテラシー教育として非常に満足
▲情報処理入門の意義があまり認識されていない
▲授業の課題があまり興味深くない
◎1年次の表計算ソフト演習の重要性を再認識した
▲1年次から3年次までの情報処理演習のブランクが長い
薬効検定法の授業評価（3年次）
情報処理入門（1年次）
薬剤学実習の授業評価（4年次）
→　1年次には系統的な課題の重要性があまり理解できない
※ 2005年4月に開講
今後の課題・問題点など
・授業評価・学生の到達度評価
・高校新カリ学生への対応
・応用情報処理科目（2年次）
・担当教官の負担軽減
●情報処理系新科目
　　・応用情報処理（2年次）
　　・医療統計学（5年次）
コアカリのIT部分：
　情報の授受に効果的なコンピューターの利用法を理解し、
必要なデータや情報を有効活用できるようになるために、イ
ンターネットを利用した情報の収集、開示、データベースの使
用法、応用などに関する基本的知識、技能、態度を修得する。
薬剤疫学、EBM、薬剤経済、臨床試験
データベース（医薬品情報、医学・薬学文献）
